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論 文 内 容 の 要 旨 
 近年、通信インフラと、記憶装置などの効率的利用を目的としたデータ圧縮通信技術に対する要求が増大し
ている。現在、標準的に用いられるデータ圧縮方式は、大容量メモリを利用した符号化処理で実現されている
ため、使用するメモリの高速化が一種のボトルネックとなっている。また、携帯用機器に利用するには、全容
積に占めるメモリの割合が１つのスペースファクターともなっている。本論文は、データ圧縮の新しい手法と
して「論理演算三角法」を提案し、装置の小規模化と高速化を図り、試作実験により評価した結果について、
序論と結論を含め、５章にまとめたものである。 
 第1章は序論であり、研究の背景と目的、次章以降の概要について述べた。 
 第2章では、大容量メモリのアクセスでデータ圧縮を実現している従来方式の符号辞書参照・検索処理を、
簡単な論理演算の結果による逐次導出で実現する符号化方式「論理演算三角法」を提案した。加えて、提案方
式の圧縮性能向上のため、被符号化系列中から、提案方式の符号化規則により、論理的に導出が可能なビット
をあらかじめ除外する「論理的予測」や、従来方式での符号辞書拡張に相当する「識別子（ID）に基づく動的
演算子選択手法」、「局所的ビット分布（Ro）に基づく動的演算子選択手法」を新たに提案した。これらの提案
方式では、ロスレス（情報量の削減がない）データ圧縮が実現可能であることをシミュレーションにより確認
した。 
 第3章では、第2章において提案した方式のうち、論理的予測を伴う提案方式の符号化器をPLD（Programmable 
Logic Device）上に試作した。この符号化器は、提案方式の実証を目的として、パイプライン処理を行わない
単純な構成で、順序回路の最小化を念頭にして主に組み合わせ論理回路を用いて設計した。実験による結果で
は、この提案した符号化器は、非常に小規模な回路で実装することが可能であり、さらなる高速化も検討でき
た。 
 第4章では、提案方式の圧縮特性を種々のパラメータを用いて評価した。評価に用いたパラメータは、実装
時には回路規模と動作速度にも影響を及ぼすため、圧縮特性と回路規模、動作速度、それぞれのトレードオフ
の関係について検討した。これらの結果を考察し、本提案方式が必要十分な性能を有することを確認した。 
 第５章は結論であり、本研究で得られた成果について総括した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 近年、通信インフラと、記憶装置などの効率的利用を目的としたデータ圧縮通信技術に対する要求が増大し
ている。現在、標準的に用いられるデータ圧縮方式は、大容量メモリを利用した符号化処理で実現されている
ため、使用するメモリの高速化が一種のボトルネックとなっている。また、携帯用機器に利用するには、全容
積に占めるメモリの割合が１つのスペースファクターともなっている。本論文は、データ圧縮の新しい手法と
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して「論理演算三角法」を提案し、装置の小規模化と高速化を図り、試作実験により評価した結果について、
序論と結論を含め、５章にまとめたものである。 
 第1章は序論であり、研究の背景と目的、次章以降の概要について述べている。 
 第2章では、大容量メモリのアクセスでデータ圧縮を実現している従来方式の符号辞書参照・検索処理を、
簡単な論理演算の結果による逐次導出で実現する符号化方式「論理演算三角法」を提案している。加えて、提
案方式の圧縮性能向上のため、被符号化系列中から、提案方式の符号化規則により、論理的に導出が可能なビ
ットをあらかじめ除外する「論理的予測」や、従来方式での符号辞書拡張に相当する「識別子（ID）に基づく
動的演算子選択手法」、「局所的ビット分布（Ro）に基づく動的演算子選択手法」を新たに提案し、これらの提
案方式では、ロスレス（情報量の削減がない）データ圧縮が実現可能であることをシミュレーションにより確
認している。 
 第3章では、第2章において提案した方式のうち、論理的予測を伴う提案方式の符号化器をPLD（Programmable 
Logic Device）上に試作している。この符号化器は、提案方式の実証を目的として、パイプライン処理を行わ
ない単純な構成で、順序回路の最小化を念頭にして主に組み合わせ論理回路を用いて設計し、実験による結果
で、この提案した符号化器は、非常に小規模な回路で実装することが可能であり、さらなる高速化も検討して
いる。 
 第4章では、提案方式の圧縮特性を種々のパラメータを用いて評価している。評価に用いたパラメータは、
実装時には回路規模と動作速度にも影響を及ぼすため、圧縮特性と回路規模、動作速度、それぞれのトレード
オフの関係について検討し、これら結果の考察から、本提案方式が、時間遅延の少ない応用などへ適応できる
性能を有することを確認している。 
 第５章は結論であり、本研究で得られた成果について総括している。 
本研究で得られた成果は、情報通信工学の発展に寄与するところが大であり、本論文の著者は、博士（工学）
の学位を受ける資格を有すると認める。 
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